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毎年 5 月の第 2 土曜日は「世界フェアトレード・デー」。今年は 5 月 14 日（土）に東京・港区立エコプラザの協力を得て、「世界

フェアトレード・デー2011 in 東京」実行委員会および、フェアトレードタウン・ジャパンが｢Fair Trade – Towns and Forests 世

界フェアトレード・デー2011 in 東京｣のイベントを開催します。 

国内で初のフェアトレードタウン誕生に向けて、フェアトレードタウン運動の推進や認定を担う組織として一般社団法人フェアトレード

タウン・ジャパンが今春発足しました。本シンポジウムでは、国内のフェアトレードにおけるキープレイヤーが一堂に会しフェアトレードが

果たす地域活性化について語ります。また、国連の定める国際森林年でもある今年、各団体が実例をあげて森とフェアトレードの

つながりについてお話しするほか、被災地で支援活動を行うフェアトレード団体からの報告と被害を受けた国内の農家のお話から今

フェアトレードにできることを考えます。各国から集まるフェアトレードのアイテムを販売するチャリティ・フェアトレード・マーケットも実施。

売上の一部を、東日本大震災の被災者支援として寄付します。 

本イベントを通じて、国内からフェアトレードを盛り上げることで日本を元気にし、フェアトレードのコンセプトを通して私たちの目指す

社会のあり方を発信します。 

世界中でフェアトレードが盛り上がるフェアトレード月間の 5 月に向けて、ぜひ本イベントの告知や取材のご協力をお願い申し上げ

ます。 

イベント概要 

【名 称】  Fair Trade – Towns and Forests 世界フェアトレード・デー2011 in 東京 

【日 時】 2011年 5月 14 日（土） 13：00～18：00 

【場 所】  港区立エコプラザ  東京都港区浜松町 1－13－1  

（JR 浜松町駅北口下車 4分、都営地下鉄大門駅 B1 出口下車 3分） 

【内 容】  国内初のフェアトレードタウン誕生に向けて、フェアトレードを通じた地域活性化、

まちづくりのあり方を考える。また、フェアトレードと森のつながり、震災者支援につい

ても発信。チャリティ・フェアトレード・マーケットも同時開催します。 

【入 場】 無料。東日本大震災の被災地支援金を募ります。 

【最新情報】 「世界フェアトレード・デー」キャンペーン特設ウェブサイトにて、このイベント情報も

随時アップデートしています： www.wftday.org 

【主 催】   「世界フェアトレード・デー2011 in 東京」実行委員会、一般社団法人フェアトレードタウン・ジャパン 

【共 催】  港区立エコプラザ 

 

 

■「世界フェアトレード・デー」について www.wftday.org 

WFTO（世界フェアトレード機関）に加盟する世界 70 ヶ国・約 350 団体のフェアトレード団体をはじめ、世界中のフェアトレード・シ

ョップ、学校などが一斉にフェアトレードをアピールする日（毎年 5 月の第二土曜日）。年間最大の世界的なフェアトレードのイベント

です。日本では、ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジが 1999年に提唱して以来、今年で 13回目を迎えます。5月はフェアトレ

ード月間でもあり、日本国内、また世界各地でさまざまなイベントやキャンペーンが開催されます。 

 
 

2011年 5月 14日（土）13：00～18：00 東京・港区立エコプラザにて 

「Fair Trade – Towns and Forests 世界フェアトレード・デー2011 in 東京」を開催 

今、フェアトレードを通じてできること － 地域の活性化・再生と、森との共生 

http://www.wftday.org/


■フェアトレードと森のかかわりについて 

生命の源、森。森林は地球上の陸地の 3分の 1 の面積を占め、全世界の人口の約 4 分の 1 である 16 億人以上の人びとの生

活が森によって支えられています（*1）。森は燃料となる薪や木の実、薬草などを提供し、水源、土壌を保全、またこの惑星の酸素

の約半分を供給する肺でもあり、私たちの暮らしに重要な役割を果たしています。しかし、世界では、熱帯雨林をはじめ森林が急

速に失われ、毎年東京都の面積の約 24 倍もの森林が消失しています（*2）。森林の減少は、地球温暖化を加速化し、地域文

化や住民生活の破壊を脅かしているとも言われています（*3）。本イベントでは、人と地球にやさしい貿易「フェアトレード」を通して、

森を守る活動や持続可能な経済システムを支援することの重要性と、日々のお買いものを通して私たち消費者が選ぶことで自らの

暮らしを守ることにつながることを伝えます。  

*1： United Nations, Forest for People ウェブサイト 

*2： 私の森.jp ウェブサイト 

*3： 環境省ウェブサイト 

 

■フェアトレードタウンについて 

フェアトレードの普及を目指し、一定の条件（*1）を満たしていると認められた市町村、郡、県などの地方自治体のこと。｢フェアト

レードタウン運動｣はイギリスの街ガースタングより 2000 年 4 月に始まり、ここ数年で急速な広がりをみせています。現在ではロンド

ンやパリ、サンフランシスコを含む世界 20 カ国、940 以上の地方自治体がフェアトレードタウンとして宣言しています（2011 年 4月

現在）。日本では熊本、名古屋、札幌で運動が盛んで、このうち熊本市は 5月中にも日本初、そして世界 1000 番目のフェアト

レードタウンとなることを目指しています。 

 
*1： フェアトレードタウン・ジャパンの定める 6 つの基準（①推進母体の形成と支持層の拡大、②運動の展開と市民の啓発、③地域社会への

浸透、④地域活性化への貢献、⑤地域の経済主体によるフェアトレード産品の幅広い提供、⑥自治体によるフェアトレードの支持と普及） 

 
 

■「世界フェアトレード・デー2011 in 東京」実行委員会について 

世界中でフェアトレードが一番盛り上がる日、世界フェアトレード・デー。国内でフェアトレードを盛り上げることで、日本を元気にした

い、今こそフェアトレードを通して私たちの目指す社会のあり方を改めて発信したい、と強く願う以下団体をはじめとする国内のフェア

トレード団体によって結成されました。 

 

【実行委員会】 

・ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ http://www.peopletree.co.jp/   http://www.globalvillage.or.jp/ 

・ぐらするーつ http://grassroots.jp/ 

・スローウォーターカフェ有限会社 http://www.slowwatercafe.com/ 

・株式会社インヴォルブ／チョコレボ実行委員会 http://www.choco-revo.net/ 

 上記団体に加え、シンポジウムやマーケットには他の団体も参加予定 

 
 

■一般社団法人フェアトレードタウン・ジャパンについて http://fairtradetown.jimdo.com/ 

フェアトレードの普及・啓発を通して、貧困削減や環境保護だけでなく地域の発展にもつながるフェアトレードタウン運動の推進や

認定等を担うために発足した組織です。 

 

 

■港区立エコプラザについて http://eco-plaza.net/ 

環境学習施設・港区立エコプラザ。あきる野の「みなと区民の森」から切り出した間伐材をふんだんに使った、木の香りが

漂う空間は、地球温暖化防止に向かう地域の前線基地です。上質のエコライフを身につける様々なきっかけを提供する、

根本的な環境問題の解決を導く学際的な気づきが得られる探求の場。みんなと地球環境のことについて考え、行動する。

たしかな成果が得られることで、持続可能なアクションになる。毎日がアースデイ（地球の日）になる。そんな場所がエコプ

ラザです。 

 
 
 

 
 

本プレスリリースに関するお問い合わせ、取材の申し込みは： グローバル・ヴィレッジ／ピープル・ツリー （担当：小野・高井）  

電話：03-5731-6671   ファックス：03-5731-6677    メール：pr@peopletree.co.jp 

＃          ＃          ＃ 

最新情報は「世界フェアトレード・デー2011」特設サイトをご覧ください： www.wftday.org 

http://www.peopletree.co.jp/
http://www.globalvillage.or.jp/
http://grassroots.jp/
http://www.slowwatercafe.com/
http://www.choco-revo.net/
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